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　青少年の健全育成

（２）職場体験受入れ事業所数

（３）交流社会活動を実施する青少年を含む団体数

（４）親子参加型の体験学習講座等参加人数

目指すべきまちの姿 未来を担う子どもたちの健やかな成長を見守る体制が整っています。

●主要施策と概要【ＰＬＡＮ】 この１年間の成果及び反省点【ＤＯ】 担当課 評価
【ＣＨＥＣＫ】

（１）青少年健全育成体制の充実
・ 県・団体・青少年問題協議会と連携し、街頭指導や有害環境の浄化等の活動を推進
し、健全な社会環境づくりを推進します。
・ 青年の学び直しや働きながらの学習機会の情報を発信し、若者の学びの促進と支援
をします。

青少年健全育成大会で、愛知黎明高校による活動発表及び青少年のネッ
ト安全・安心講座を行いました。青少年向きの学習機会について情報提
供は出来ませんでした。青年に届きやすい学習機会の情報発信の仕方な
どについて検討する必要があります。

生涯学習課 C

SDGs
連携分野

目標４.　すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会
を促進する

目標５.　ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う

目標10.　各国内及び各国間の不平等を是正する

施策コード 基本目標 【教育・文化・スポーツ】心豊かで文化を育む人づくりのまち

３ ５ 施策目標 青少年の健全育成

第２次総合計画施策評価シート《令和４年度分》

令和５年度 令和10年度令和４年度

％

●施策目標に対する市民満足度 単位
現状値

(平成29年度)

14.7

目指す方向性

➚

人 480 56

5

322

5

90

7

600

団体 5 5

284

事業
No

実施計画に係る事業名 担当部署 今後の進め方【ＡＣＴＩＯＮ】

(2) 職場体験学習事業 学校教育課 対象外 対象外

郷土や地域について学ぶ講座を開催するなど、青少年に体験活動や発表
の機会を与えられるような事業を継続していきます。

引き続き市民ニーズや時代に合った生涯学習講座を実施していきます。

現状維持

現状維持

(3)

（4）

生涯学習課

生涯学習課

郷土学習や体験・交流活動等の活動支援

親子参加型体験学習事業

施策の今後の方針
【ＡＣＴＩＯＮ】

青少年を取り巻く環境変化の変化に対応するよう多様な考えや柔軟な発想による問題解決能力が求められおり、自らが考え行動ができる力を身につけさせるた
めに学校や関係機関と連携し、様々な交流事業や体験活動を実施していきます。

令和４年度はコロナ禍のため、受入れ可能な事業所は少数でしたが、そ
の事業所で勤労観や職業観を体験できました。

二十のつどい実行委員会を募り、自主的な式典とイベントを開催しまし
た。今後も事業を継続し人材の育成を図ります。

親子参加型体験学習事業として７講座開催し、284名の参加となり、好評
な結果に終りました。今後も事業を継続していく必要があります。
放課後の子どもの居場所づくりについては、近隣自治体と情報交換を行
いつつ、地域・学校関係機関との連携・協働について方向性を見出して
いく必要があります。

学校教育課

生涯学習課

生涯学習課

110 120

600

目標17.　持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップ
を活性化する

15

5

（２）キャリア教育の促進・充実
・ 中学校２年生を対象に市内の事業所において３日間の職場体験学習を実施し、地域
の人々との交流を通して健全な勤労観・職業観を育てます。

（３）青少年の体験・交流活動等の促進
・ 郷土学習や地域行事への参加、ボランティア活動等体験・交流活動や社会活動等の
機会の充実を図ります。
・ 市民ワークショップ等への参加・活動を促進し、地域の担い手となれるよう地域と
協働で育成・指導を図ります。
・ 成人式の実行委員会を募り、自主的・創造的な式典とイベントを開催します。

（４）家庭・地域の教育力の向上
・ 家庭・地域の連携を図り、教室・講座を開催します。また、広報・啓発活動を推進
します。
・ 放課後の子どもの居場所づくりを地域・学校等関係機関と連携・協働して推進しま
す。

事業所

9

●成果指標 単位
現状値 各年度の実績値

目標値
(目指す方向性)

中間値
(令和４年度)

19.4

B

C

C

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度

101 133 0 0



事業Ｎｏ

(2)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

主要施策

主要事業

目標４.　すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

5 青少年の健全育成

2
キャリア教育の促進・充実

職場体験学習事業

基本目標

施策目標

職場体験学習事業 学校教育課 学校教育グループ 令和5年7月5日

SDGs
連携分野

事業目的
主な協働・
関連団体等

基本計画

3 【教育・文化・スポーツ】心豊かで文化を育む人づくりのまち 重点施策

市内３中学校の２年生全生徒を対象に、地元企業の協
力を得て、各事業所における仕事の実体験をさせま
す。職場体験を通して、各生徒に望ましい職業観を養
うことを目的とします。

事業概要 関連する
個別計画・
根拠法令等

事業の開始・
終了

平成18 年度 終了年度 令和10 年度

愛知県教育委員会委嘱事業｢魅力ある愛知キャリア教育プロ
ジェクト｣の一環として、各校に対し、生徒数に応じた事業費
を交付します。生徒は、職業観を養うために社会人としてのマ
ナーについて講話を聞き、各事業所で職場体験を行ったうえ
で、活動後に各自の活動を振り返って内容をポートフォリオに
まとめます。

開始年度



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

必要性

効率性

妥当性

施策への貢献度

(補助額)

95

令和２年度

95

項目

（２）職場体験受入れ事業所数

（３）交流社会活動を実施する青少年を含む団体数

（４）親子参加型の体験学習講座等参加人数

9

600

7

600

5

令和3年度は0件だったが、令和4年度は少数だが受入れ可能な事業所があり、成果指標は15件となった。今後は受け入れ
事業所が増え、成果指標が上がると見込まれる。

100

団体

(補助額)

322人

5

480

事業所 101 133 0

令和４年度（実績）

(補助額)

(補助額)

100

令和10年度令和５年度 令和５年度

(補助額)

(補助額)

事業費
（直接経費）

95

95

内訳
（具体的な内容）

100

事業費
（直接経費）

魅力あるあいちキャ
リアプロジェクト委
託料

事業内訳

合　　　計

内訳
（具体的な内容）

魅力あるあいちキャリア
プロジェクト委託料

(補助額)

(補助額)

0 110

100

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度

120

令和３年度

指標の分析

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

100

100

100

内訳
（具体的な内容）

合　　　計

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

魅力あるあいちキャリア
プロジェクト委託料

事業費
（直接経費）

100

100

令和４年度（計画） 令和５年度（計画） 令和６年度（計画）

評価の結果

評価対象外

評価対象外

評価対象外

評価対象外

方向性

100

100

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

合　　　計

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

魅力あるあいちキャリア
プロジェクト委託料

対象外

課長意見

対象外

評価視点

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

(補助額)

100

令和４年度

15



事業Ｎｏ

(3)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

郷土学習や体験・交流活動等の活動支援 生涯学習課 生涯学習グループ 令和5年7月9日

基本計画

基本目標 3 【教育・文化・スポーツ】心豊かで文化を育む人づくりのまち 重点施策

施策目標 5 青少年の健全育成

主要施策
3

青少年の体験・交流活動等の促進

主要事業 郷土学習や体験・交流活動等の活動支援

事業目的

青少年が、様々な体験活動や交流機会を通じて豊かな
人間性を育み、郷土に親しんでもらい、地域の担い手
として健全に育成されるような取組を進めます。

主な協働・
関連団体等

文化協会

文化財保存会

SDGs
連携分野

目標４.　すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

目標10.　各国内及び各国間の不平等を是正する

目標17.　持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する

事業概要

郷土や地域について学ぶ講座を開催するなど、青少年
に体験活動や発表の機会を与えられるような事業を開
催します。

関連する
個別計画・
根拠法令等

事業の開始・
終了

開始年度 平成18 年度 終了年度 令和10 年度



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

（２）職場体験受入れ事業所数

（４）親子参加型の体験学習講座等参加人数

（３）交流社会活動を実施する青少年を含む団体数

令和４年度（計画） 令和５年度（計画） 令和６年度（計画）

(補助額)(補助額)

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

生涯学習講座
講師謝礼

15 16

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

16

(補助額)

(補助額)

(補助額)

0

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 0

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 15 16

(補助額)

事業所 101 133 110 120

団体 5 5 5 5 7 9

600 600人 480 322

必要性

効率性

指標の分析 少子化が進む中、交流社会活動を実施する青少年を含む団体数は変化がなく、５団体の存続となっています。

項目 評価の結果

交流活動を行う青少年を含む団体は活動を継続しており、事
業を継続する必要性があると判断しました。

青少年健全育成推進大会において有料の映画上映の代わりに
愛知県の出張講座を活用して経費削減を行いました。また、
青少年を含む団体に対する支援は、利用料の減免のみであ
り、費用対効果の高い事業であるといえます。

評価視点

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

妥当性

施策への貢献度

市民に対して体験学習講座など学習の機会を設けることは、
公共性の高い事業であるため、市が実施することが妥当で
す。

郷土や地域について学ぶ講座を開催するなど、青少年に体験
活動や発表の機会を与えられるような事業は、総合計画の施
策目標である「青少年の健全育成」を実現するために必要な
事業であり、教育基本法第３条にある教育の機会均等に繋が
ります。

方向性

現状維持

課長意見

郷土や地域について学ぶ講座を開催するなど、青少年に体験活動や発表の機会を与えられるような事業を
継続していきます。

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

令和４年度

5

内訳
（具体的な内容）

生涯学習講座講
師謝礼

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

16

16

0

内訳
（具体的な内容）

合　　　計

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

生涯学習講座講
師謝礼

0

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

合　　　計

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

生涯学習講座講
師謝礼

16



事業Ｎｏ

（4）

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

親子参加型体験学習事業 生涯学習課 生涯学習グループ 令和5年7月11日

基本計画

基本目標 3 【教育・文化・スポーツ】心豊かで文化を育む人づくりのまち 重点施策

施策目標 5 青少年の健全育成

主要施策
4

家庭・地域の教育力の向上

主要事業 親子参加型体験学習事業

事業目的

親子で様々な体験活動や交流機会を通じて豊かな人間
性を育むこと目的とします。

主な協働・
関連団体等

SDGs
連携分野

目標４.　すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

目標５.　ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う

事業概要

親子参加型体験学習講座を企画し、開催します。

関連する
個別計画・
根拠法令等

事業の開始・
終了

開始年度 平成18 年度 終了年度 令和10 年度



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

（２）職場体験受入れ事業所数

（４）親子参加型の体験学習講座等参加人数

（３）交流社会活動を実施する青少年を含む団体数

令和４年度（計画） 令和５年度（計画） 令和６年度（計画）

(補助額)(補助額)

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

生涯学習講座
講師謝礼

96 16

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

16

(補助額)

(補助額)

(補助額)

0

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 0

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 96 16

(補助額)

事業所 101 133 110 120

団体 5 5 7 9

600 600人 480 322 90 56

必要性

効率性

指標の分析 新型コロナウイルス感染症の影響があったが、感染対策を行い講座等を実施した結果、参加者数の増加となりました。

項目 評価の結果

新型コロナウイルス感染症の対策を行い講座を実施し、講座
参加人数は令和３年度と比べて増加しております。今後は新
型コロナウイルス感染症の収束状況を見つつ講座の開設を継
続する必要性があると判断しています。

前年に実施した親子参加型の体験講座のアンケートに基づ
き、市民ニーズに応えるため講座の内容や回数を見直しまし
た。

評価視点

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

妥当性

施策への貢献度

市民に対して生涯学習を受ける機会を設けることは、公共性
の高い事業であるため、市が実施することが妥当です。

親子参加型体験学習講座事業は、体験学習を通じて親子のコ
ミュニケーションを密にし、総合計画の施策目標である「青
少年の健全育成」の実現につながります。

方向性

現状維持

課長意見

引き続き市民ニーズや時代に合った生涯学習講座を実施していきます。

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

令和４年度

284

内訳
（具体的な内容）

生涯学習講座講
師謝礼

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

16

16

0

内訳
（具体的な内容）

合　　　計

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

生涯学習講座講
師謝礼

0

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

合　　　計

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

生涯学習講座講
師謝礼

16


